
 

令和３年度 学校評価報告書（実施結果） 

 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月 22日実施） 

総合評価（３月 28日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①学校のミッショ
ン、生徒の実態、教
育ニーズに即した新
たな魅力と特色づく
りを推進する。 
②インクルーシブ教
育実践推進校として
の取組を推進する。 
③これからの時代に
必要な資質・能力を
育成するため、主体
的な学びの向上、探
究的な学びの推進、
グローバル化・ＩＴ
化への対応を見据え
た取組を行ってい
く。 

①令和４年度から
実施の新教育課程
に向け、各教科で
準備を進めてい
く。 
②中高連携事業、
研修、外部との連
携等を通じ、共生
社会の実現に向け
たインクルーシブ
な学校づくりをさ
らに推進する。 
③1学年を中心に
ＩＣＴ（iPad）を
活用した授業研究
を進める。 

①新教育課程につい
て、生徒のキャリアニ
ーズや探究的な学びの
習得に向けて、科目の
内容や選択の仕方など
細かい調整を行う。 
②連携生を対象とした
学校設定科目の内容の
さらなる精選と指導と
評価方法の充実化を進
める。 
③ＩＣＴを活用した学
習の推進を図る。 
③指導計画等を踏まえ
て、生徒が用意する
iPadの適切な仕様を作
成する。 
 

①新学習指導要
領の精神と学校
教育目標をふま
えているか。 
 
②学校設定科目
の内容と個別教
育計画に基づい
た教育実践及び
評価ができた
か。 
 
③ＩＣＴ活用に
よる課題や授業
での取組の実践
率や活用実績。 
 

①新学習指導要領の精神と学
校目標をふまえたうえで、
「単元と指導と評価の計画」
の作成を行った。 
②自己と社会では、個別教育
計画に基づいて教育内容の見
直しを定期的に行い、評価に
結び付けることができた。 
③ＩＣＴを活用した授業での
取組み、課題の配布・回収実
践はすべての教科で行われて
いる。 
③iPadに係るトラブルもな
く、仕様が適切であった。 

①来年度５月に開かれる
選択科目説明会に向け
て、科目と進路のつなが
りを校内で共有する必要
がある。 
②連携生の評価基準・一
連の評価の流れについ
て、広く職員全体が熟知
する必要がある。 
③ユニバーサルデザイン
－ＩＣＴ活用の連携を図
り、学習活動について、
組織的に活用していく取
組みが必要である。 
③取組の実践率や活用実
績を一層広げる。 

〇教育課程に向けて、各教
科で準備が順調に進められ
ていることがわかる。 
〇学力向上につながる効果
的な活用について研究が進
められることを期待した
い。 
〇更に魅力のある学校を目
指して頑張ってください。 

〇新学習指導要領に基
づく、「単元と指導と
評価の計画」は策定で
きたが、「指導と評価
の一体化」などを確実
に実現するために何を
していく必要があるの
か、整理していくこと
が課題である。 
〇ＩＣＴの利活用は確
実に進んでいるが、よ
り使いやすいハード環
境を実現する必要があ
り、一人一台端末がよ
り広がることから、安
定した Wi-Fi環境を維
持・提供できるのかが
課題である。 

〇先進的な授業実践
の研究や本格的なル
ーブリックを策定
し、これを評価に用
いることを進める必
要がある。評価の見
える化を具体化する
必要がある。 
〇ハード環境の整備
を行うと同時に、授
業中の Wi-Fi環境に
ついての研究を進
め、レッスンクラス
の教室配当の策定に
活かす。 

２ 

(幼児・
児童・) 
生徒指
導・支援 

①自らの夢や目標に
向かってチャレンジ
しながら未来を切り
拓いていく力を育成
するとともに誰もが
霧高生であることに
プライドが持てる活
気ある学校づくりを
行っていく。 
 
 
②多様性を受け入
れ、他者を認め合
い、支え合いながら
主体的に課題を解決
する力を育成すると
ともに、「インクル
ーシブな学校づく
り」を行っていく。 
 
 
 
③規律と秩序のある
生徒指導ときめ細か
い支援体制を確立す
る。 

①生徒主体の行
事、委員会、部活
動に行うことによ
ってコロナ禍の中
での安全な活動に
ついて自ら模索さ
せるなど、生徒の
チャレンジ精神や
課題解決能力等を
向上させる。 
②生徒向けの研修
等を通じ、障がい
に対する理解を深
め、互いの良さや
多様性を認め尊重
する力を育みなが
らインクルーシブ
な学校づくりを進
める。 
③新たな生活様式
による基本的生活
習慣の確立と公共
マナーなど規範意
識の醸成を図るた
めの組織的な生徒
指導を実践してい
く。 
生徒一人ひとりの
実態に応じたきめ
細かな支援体制を
確立する。 

①感染防止対策を徹底
させながら、生徒会本
部および運営委員会等
を活性化させ、生徒の
アイデアを存分に引出
すとともに、生徒が思
い切って挑戦できる機
会を広げ、その活動を
支援する。 
②インクルーシブ教育
に係る講演を、年間４
回以上開催し、障がい
への理解を深め解決に
向けて考え実践する機
会とする。 
③日常のマスク着用と
手洗いの励行。また、
食事における会話の自
粛など、休み時間の様
子を巡回指導等で確認
していく。 
③生徒一人ひとりが自
分や家族、友人を守る
意識付けのための呼び
かけやポスター掲示。 
③社会の一員として、
他者へ配慮した行動や
交通マナーを守る規範
意識を醸成するための
声掛けなど。 
③ＳＣやケース会議を
有効に活用し、生徒に
寄り添った支援・協力
体制を構築していく。 
 
 
 
 

①行事に関する
生徒の満足度が
向上したか。生
徒の主体的な活
動となったか。 
 
②講演会等を、
通し、障がいに
対する理解を深
め解決に向けて
考え実践する機
会を設けること
ができたか。 
 
③日常における
生活マナーがで
きているか。 
③バス乗車指導
や自転車指導等
を通し、社会の
一員としての公
共心が育ち、バ
ス乗車時や自転
車通学マナーが
向上している
か。 
③面談やＳＣ、
ケース会議が有
効に活用され、
生徒の支援が組
織的に行うこと
ができたか。 

①制限のある中で、生徒自ら
が感染防止対策を呼びかけ、
互いに励まし合いながら試行
錯誤を重ね、予定していた行
事をすべて実施することがで
きた。生徒それぞれが、多様
な経験の中で、多くの困難を
乗り越え、自らの成長を実感
することができた。 
②各学年に対し１回ずつ外部
講師を招いて講演会を実施し
た。１学年にはインクルーシ
ブ教育に係る校長講話を実施
した。1年生を対象とした事後
アンケートは、95％の生徒か
ら、インクルーシブの意義や
大切さを実感したという回答
を得た。 
③日常のマスク着用や手洗
い、うがいの励行はできてい
た。黙食指導については、今
後も継続が必要である。ま
た、コロナ禍での生活様式を
再確認できた。 
③自転車通学者やバス通学者
の一部に規範意識の低さがみ
られた。遅刻ｷﾞﾘｷﾞﾘで登校す
ると交通ﾙｰﾙが疎かになるの
で、一人ひとりが余裕を持っ
た時間設定をすることが必要
である。 
③ＳＣやケース会議は個々に
合わせて有効に活用されてい
る。 

①緊急事態制限等で活動
中断されても、オンライ
ン等も利用しながら、生
徒に随時情報を提供し、
モチベーションを途切れ
させずに目標に向かえる
ような方策を考え、実践
する。 
②各学年で年間 1回ずつ
の実施であるが、さらに
授業や学校行事等の普段
の学校生活の中で、他者
を認め支え合う教育活動
を充実させたい。 
③黙食を含め、密の回避
など日常マナーを再認識
するための呼びかけや啓
発ポスターの作成、巡回
指導など工夫をする必要
がある。 
③基本的生活習慣の確立
の中で、時間に余裕を持
った生活を意識させるこ
とが必要になると思われ
る。家庭と協力し、高校
生活だけでなく、社会に
出てからも必要であるこ
とを認識させる。 
③今後も生徒一人ひとり
に合わせた支援体制を継
続させる。 

〇コロナ禍においても、感
染防止策をとりながら、行
事を実施することができた
ことは高く評価できる。 
〇インクルーシブ教育につ
いて校長自らが講話を行っ
た意義は大きい。今後も
「インクルーシブな学校づ
くり」に期待したい。 
〇新しい生活様式の中で、
誰もが安心して豊かに生活
してくためにどのような行
動がふさわしいか、今後も
様々な場面で生徒に考えさ
せられたらよい。 
〇生徒指導・支援の効果
で、生徒たちが視野の広い
人間性豊かな持続力のある
活動できる人に育ってほし
い。同時に幼児・児童、高
齢者や障がい者にもやさし
い人になってくれることを
祈る。 
〇時々歩道を高速で走る自
転車を見かけることがあ
る。指導をお願いしたい。 
〇外部資源を積極的に活用
する方策を一層進め、イン
クルージョン＆ダイバーシ
ティーの視点をさらに育成
していただくことを期待し
ます。 

〇様々な制限があるな
かで、体育祭、文化祭
をはじめとする学校行
事において、生徒の主
体的な活動を支援する
ことができた。また、
学校説明会ボランティ
ア通称“霧コンシェル
ジュ”も学校説明会を
中止せざるを得ない状
況になかで、学校見学
や広報のための動画づ
くりで活躍を見せた。
しかし、何事も教員に
よる詳細な準備が必要
であり、生徒が先頭に
なって働く場面を作る
ことが課題である。 
〇日常的な取組によっ
て、インクルーシブ教
育実践推進校であると
の認識が生徒・職員と
もども高まってきてい
る。しかし、一人ひと
りの実態に合わせた支
援体制を構築するため
には大変な時間と労力
がかかってしまうのが
課題である。 

〇企画立案、企画書
作成、目的、理由や
エビデンスの提示な
どは指導しつつも、
それぞれを考えさせ
る時間を長めに取
り、生徒同士が議論
し、まとめていく場
を作っていく。これ
を繰り返すことによ
り、主体的な活動を
より進化させること
が必要である。 
〇インクルーシブ教
育実践推進校として
のミッションを果た
すために、業務の精
選をはかる。業務の
効率化について、職
員提案を募り、実践
できるものから実践
していく。 



 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月 22日実施） 

総合評価（３月 28日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

３ 
進路指
導・支援 

①職業的・社会的自
立に向け、必要な基
盤となる能力や態度
を育成し、自らの力
で生き方を選択し、
自己の未来を切り拓
いていく力を育て
る。 
 
②生徒一人ひとりが
自らの意思によって
将来の進路を選択
し、自己実現を果た
していくための能力
の育成に向けた指
導・支援を行うとと
もに、生徒のあらゆ
る進路ニーズに対応
したキャリア支援教
育（進路指導）体制
を構築する。 

①社会の課題と自
己の生き方とを意
識した計画的・系
統的なキャリア教
育を推進し、職業
的・社会的自立に
必要な力を育成す
る。 
②生徒一人ひとり
がめざす進路実現
に向け、目標達成
のための学習支
援、作文・面接指
導、柔軟な校内受
験規定の策定、英
語を中心とした外
部資格・検定の受
験促進等を図る。 
大学受験に関する
情報を収集し、生
徒及び保護者に適
宜発信をしてい
く。 

①全学年で総合的な探
究の時間を活用し、各
授業で課題解決と表現
能力、他者との協働力
の育成を図る。 
 
②継続してキャリアマ
ネジメントの構成のた
め生徒のポートフォリ
オの積み重ねを指導す
ることにより、目標の
明確化、課題の発見、
対策の自覚を促す。 
②校内受験規程の見直
しを行う。 
②外部資格・検定（秋
の英検）を校内実施
し、受験機会を増や
す。 
 

①授業や各活動
の中で探究的な
取り組みが実践
できたか。 
 
②キャリアマネ
ジメントを構成
するためのポー
トフォリオが蓄
積でき、それを
進路実現のため
の PDCAサイク
ルに生かせた
か。 
②柔軟な校内受
験規程が策定で
きたか。 
②外部資格・検
定への取り組み
が増えたか。 
 

①課題の発見と探究活動のア
ウトプットは概ね達成した。
分散登校の影響でグループ活
動を抑制したことにより協働
の機会は少なかった。 
②・ポートフォリオの蓄積は
できているが振り返りが不足
している。 
・校内の受験規程を生徒の実
態と現況の受験制度に適した
内容に変更し策定できた。 
・実用英語技能検定の第 3回
（1月実施）には 2級 14名、
準 2級 48名と過去最多の受験
があった。 

①感染予防に留意しなが
ら、ペアやグループでの
活動を取り入れていく。 
 
 
 
②学年開きや学期初めの
機会を捉え、ポートフォ
リオの振り返りを行う。 
 

〇キャリア教育において、
ポートフォリオがますます
有効に活用されることを期
待したい。小・中学校のキ
ャリアパスポートもぜひ利
用してほしい。 
〇目の前の進路選択にとら
われ過ぎて狭くなりがちな
生徒たちの職業観を広げる
ような進路指導・支援をさ
らに進められることを期待
します。 

〇全学年での分野別の
説明会の設定や探究学
習を通して、卒業後の
キャリアについて、現
実的に考えさせること
ができた。 
しかし、活動前におけ
る目標やねらいの明確
化、活動後の振り返り
を徹底できなかった 
〇英語検定をはじめと
する技能審査につい
て、挑戦する生徒は確
実に増えているが、さ
らに増やし、校外でも
通用する人材を育むこ
とが課題である。 

〇探究的活動を充実
させ、活動の前にこ
の回の目標やねらい
を提示することで意
識を高め、活動の後
に振り返りを行うこ
とをカスタム化し、
それらを蓄積してい
く。 
〇外部資格が大学受
験に有利に働くこと
などをキャリアガイ
ダンスはもとより、
授業やホームルーム
活動でも取り上げる
ことで受検者を増や
す。 
 

４ 
地域等と
の協働 

①保護者や地域社会
に対し、本校の教育
活動についての理解
を深めてもらうため
の積極的な情報発信
と学校ＰＲを行って
いく。 
 
 
②地域との交流や協
働、地域貢献等を通
じ、地域に開かれ、
地域と共にある学校
づくりに取り組む。 
 

①学校ホームペー
ジ、学校紹介動
画、学校説明会、
地域連携や行事な
ど通じ、保護者や
中学生、地域住民
に対し積極的な情
報発信を行ってい
く。 
②コロナ禍でも可
能な地域や保護者
との連携・協働を
模索し、生徒が社
会と接続する力を
さらに伸長する。 

①霧コンシェルジュ等
の生徒を中心とした学
校説明会を推進する。 
①ＨＰを適切に更新す
るとともに、内容の充
実を図る。 
②生徒会、委員会、部
活動・同好会を中心
に、対面だけでなく、
オンライン等も利用し
ながら、地域住民との
交流や保護者との情報
交換を行う。 

①学校説明会参
加者へのアンケ
ートの結果によ
り、参加者の満
足を十分に確認
できたか。 
 
②地域と連携し
たイベント等を
通し、地域との
交流を深めるこ
とができたか。
②行事の様子な
どを保護者に伝
えることができ
たか。 

①学校ホームページの充実を
図り、その中で、学校説明会
が実施できなくても霧コンシ
ェルジュが活躍して広報を実
施できた。 
②地域貢献デーを実施し、地
域清掃を行った。 
②感染防止の観点からイベン
トの中止が相次ぐ中、生徒会
の若葉台小学校の防犯教室の
準備や、吹奏楽部の若葉台商
店街での演奏、保育園等へ演
奏 DVDを贈るなど、貴重な経
験を味わうと共に、今後の交
流機会を広げることもでき
た。 

①学校ホームページの更
なる充実により来校でき
ない中学生等も満足でき
る広報をめざす。 
 
②コロナ禍で可能な交流
の調査をより積極的に行
う。 
 
②生徒会を中心に、地域
が霧高生とどのような関
りを求めているかなど、
情報を集め、機会や方策
について研究、実践す
る。 

〇学校の情報発信の有効な
手段として、ホームページ
の活用のさらなる充実に期
待したい。 
〇高校生が地域のイベント
等に参加すると、地域に活
気が出るので、今後も様々
な活動を展開していただけ
るとありがたい。 
〇吹奏楽部の若葉台商店街
での演奏は皆が楽しみにし
ています。また、歩道の清
掃もやっていただきまし
た。 

〇学校生活にかかわる
多くの動画を制作し
た。現職教員を多数登
場させ、授業の様子を
見せることで、本校の
教育活動を広く紹介す
ることできた。積極的
に授業を開く取組を継
続させることが課題で
ある。 
〇制約があるなかでも
一定の地域交流ができ
た。今後も制約下でも
できる交流を企画計画
し実施していくことが
課題である。 

〇すべての教員がオ
ンライン授業を経験
しているので、撮ら
れることへの抵抗は
小さい。内容を精選
することやコラボ授
業などを行ってい
く。 
〇地域にどのような
貢献ができ、どのよ
うに実施し、どのよ
うな効果が得られる
のかを、職員はもと
より、生徒にも質
し、生徒の意見を生
かした実現可能な活
動を行う。 

５ 
学校管理 
学校運営 

①保護者から信頼さ
れ、地域から愛され
る安心・安全な学校
づくりを行う。 
②防災意識を高める
ための防災教育を地
域や保護者と連携し
ながら組織的に行っ
ていく。 
③教職員が生き生き
と教育活動に取り組
むことができるため
の「働き方改革」を
さらに推進してい
く。 

①事故防止会議や
職員への声かけを
通じ、職員全体の
事故・不祥事防止
に対する意識を高
め、信頼される学
校づくりを進め
る。 
②生徒並びに職員
の防災意識をさら
に高め、組織的な
防災体制と有事を
意識した訓練を実
施していく。 
③助け合い支え合
う職場環境を構築
するとともに、積
極的な業務改善を
図っていく。 

①具体的な事例を挙
げ、充実した情報発信
を、年間を通して行
う。 
 
②校内の組織を機能さ
せるため、実践的な訓
練を行う。また、生徒
対象の DIG研修を行
い、防災・安全意識を
高める。 
 
③職員が働きやすい環
境づくりに積極的に取
り組む。職場の声をよ
く聞き取り、業務改善
に生かす。 

①具体的で効果
的な事故防止会
議を、定期的に
実施できたか。 
 
②職員研修、防
災訓練を実践的
な内容で実施で
きたか。 
 
③職場の環境が
改善されたか。
衛生委員会の定
期的な開催、ア
ンケート等によ
り、把握する。 

①事故防止会議を具体例を確
認しながら定期的に行ことが
できた。 
 
 
②防災に関する職員研修を行
い、地震が発生した場合の各
人の役割を確認できた。 
 
③衛生委員会を適宜開催し、
職場の環境を改善した。 

①事故防止会議の時間の
確保が課題である。 
 
②生徒・教員共に仮設校
舎の生活に慣れてより効
果的な防災体制を実現さ
せる必要がある。 
 
④気温の調節などについ
ては未整備である。 

〇生徒が安全に安心して学
校生活を送ることができる
ように今後も事故防止会議
を大切にしてほしい。 
〇防災意識をたかめるため
の研修が有効に働いている
と感じられる。 
〇「働き方改革」は、今後
も全校種・全校で工夫して
いく必要がある。 
〇地域とも防災に対する協
力・連携がとれるといいで
すね。 

〇通常は例月の職員会
議の前に、啓発資料を
活用した事故防止会議
を持った。あらゆる内
容が含まれており、効
率的に啓発活動ができ
たが、教頭が進行役で
あったため、自分事と
して考えることが難し
いことがあった。いか
に身近なものとして、
自分事としてとらえら
れるようにするのが課
題である。 
 

〇事故防止会議で
は、グループの持ち
回りで、担当グルー
プが直面しそうな
「ヒヤリハット」に
ついて説明してもら
い、それに対して全
職員から意見をだし
てもらい、想定され
る事例の共有を行
う。 



 

 


